
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

印度學佛教學研究ag　64巻第 1号　平成 27年 12 月 （253）

王権即位式 と婆羅門
一 王族祭主 とソ

ー マ 祭一

大　島　智　靖

1． 序

　ヴ ェ
ー ダ祭式が確立する以前の 原初的な儀礼 は ， 大家長 あ るい は部族長 （家系

は 王族，婆羅 門，或はその 両方）を 中心 に彼を取 り巻 く祭官た ちが執行 して い た と考

えられ，遡 る ほ ど婆羅 門 ・王族 の 区別 は曖昧に な る傾 向が 見 られ る とい う．
一

方

Br．文献時代 ， 祭主 は婆羅門第
一

で ある が ， 裕福 な王族 も競合的 に意識 され た 1）．

王 権儀礼は ソ ーマ 祭の 複合形式 を と っ て確立 したが
2）

， 婆羅門が祭式 を掌握 しつ

つ 如何 に王 族祭主 を取 り込 むか とい う問題は重大な関心事で あ っ た．王権儀 礼 は

祭主 ＝王 族が 前提 で あ る ．本稿 で は ， R勾as恒yaの 潔斎 を 中心 に分析 し ， 王族祭主

に つ い て 考察す る ．

2． 灌頂 ソ ー
マ 祭の 潔斎

　R葡asUya は複数 回 ソ ー マ 祭 を繰 り返す ．核 と な る の は灌 頂 の ソ ー
マ 祭 （Abhi、

secanrya）で ある． その 潔斎は基 本形の ア レ ン ジで ある．

2．1． DiksaPtyfi−istiの 神格 と供物

MS 　IV　3，9：48，16； dthaitdn　maitrjb r々haspatydth ．3αり涌 v6 ’謝 r6 わ励 η2α う！加 卿 ’劾・3 α り吻

caivd 　brdhma　cdildbhya ∂ikSate．細 ’尸踊 vd1 祕 馗 ゐr6乃脚 婦 α哩圃 地．　kSatrdm　caivd 　brdhma
c l々dbhya　dikSate．次 に ，

こ の Mitraと Brhaspatiの た め の ［供物 ］．　 Mitra は真 実なの だ．

B；haspatiは brdhmar で あ る， （祭主 は ）他 な らぬ 真実 と brdhma4 とを掴 まえ て ，潔斎 す

る．Mitra は kSatrdなの だ．　 BThaspatiは brdhma4 で ある ，他 な らぬ ksatrdiと brdhmaip とを

掴 まえ て後，潔斎する．

　RajasUyaで は対象神格は 恥haspatiと Mitra に改変 され （基本形 ：Agni−Visrpu）， 後

述 （→ 4）の 議論 と同調す る．

2．2。Tgrpya 衣

　RajasUya 全体 の 解釈 学 におい て も王の 「再生」は重要 テ
ー

マ で ある が 3）
， 本来，
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潔斎は神々 の 供物及 び胎児 とな り再生す る こ とに 意義が ある． こ こ で特徴的な祭

具 ：Taipya
，
　USrpTSaそ して AdhTvasa が 登場 し

4）
， 祭主 は胎 児 となる．　SBは黒 YV

とは大 きく異な り，解釈の 幅を広 げて 王 族の 立場を詳説する ．

MS 　IV　4
，
3、52

，
12、＜蜘 幡 y・ 吻 … 正 細 ゆ 伽 耀 ・・砺 ・ご囃 ・ ・伽 … ≧

5） 丘
，

一鰡 ・ vdi

　ydd　dJ
’
a
−
yata　tdsya　vti　esd 　y6nir　・isidydt　tarpytim，　tilbam　pjpdardm ．　na

‘

bhir　usnfs．　ah ・「君は kSatrti

　の 母胎で ある ，君 は ksatrtiの 羊膜 6） で ある ．君 は Asatrdの 臍帯で ある 」 と ［唱える ］．

　Indraが 生 まれた とき，彼の母胎 は これ，す なわ ち Tarpya で あっ た
， 羊膜は P的qara　7） ［で

　あ っ た］．臍帯は UsqTsa（頭巻）［で あ っ た］．

2．3． 祭主 を生 む
一 胎児化

　SB　V 　3
，
5： （20）dthainam　vdisδm．　si　pdridhopayati．　tdt　tδ，nydm ’∫’v あo　bhavati．　tdsmint　sdrvdipi

　ア砂肋 ゆ 伽 漉衂 ’伽 ’肋 αVO ηご隠 覦 ε朋 〃Ψ 4r掀 ゆ の o ∫ゴ＜ A　satrasy61bam 　CZSi−＞ 8） tti・　tfid　yfid　eya

　k§atr 丘sy6iba 甲，
　t飢a　ev油in罰m 　et丘l　janayati．（21）6漉α’ηo 〜ηρ動のαη2卯 r鰄短ρの 20 ”＜kSatrdsya

ノ。晦 ・ aSi−・ 丘ト （22）dthadhivastim　prdtimuficati〈 ks・ trd・y ・ y6 ・ i・・aSi −〉 命’・一 （23）dth・snts・m

　5 αη曜 り
・Opurdstdid 　dvagiihati〈kSatrdsya所 肋 か aSi −〉 魚 tdd　yaivti　kSatrdsya　ndibhis ・

’伽

　eva
’

sminn 　etdd 　dadhdti．（20）次に ［祭官は］当人 （祭主）に衣たちを着せ る．そ こで Tarpya

　 と呼ばれ る布が用 い られ る．そ の 匚Tarpya］に は
一

切の祭式の 似姿た ちが織 り込 まれ てい

　 る．それ を当人 に着せ る，「君は kSatrdの 羊膜で あ る」 と唱えて ．その と きまさに ksatrd

　の 羊膜 で あ る もの
， そ こ か ら当人 を こ うして 生 む こ とに な る ．（2D 次 に ， 当人 に

　paロdva　9）を着せ る ， 「君は kSatrdの 胎盤 （胎児付属器官）で ある」 と唱えて ．一 （22）次

　に上掛けを着せ る
， 「君は kSatrdの 母胎 で あ る」と唱 えて ．一 （23）次 に UsPtsaを引 き寄

　せ て ，前 にず ら し下 げ ［臍 を隠す］
10），「君は kSatrdの 臍で ある」 と唱 えて ．その ときま

　 さに kSatrdの 臍帯 で ある もの ，他 な らぬ そ れ をこ うして こ の 者 に置 くこ とに なる．

　UsPtsa は潔斎者 の 衣の
一

部 と して 基本形 Agnistomaで も用い られ るが ， 胎児構

成器官の 同定は異なる 1且）． （21）の マ ン トラ は V勾asaneyin 派の み に伝わ り， 白 YV

の 独 自性が 見出 され る． 「祭主 ＝ 胎児 を生 む」 とい う祭官か らの 視 点 ：ノanayati の

使用 が 興 味深 い ． Agn 域 oma の Br．に お け る 「祭 主 ＝ 胎児が 生 まれ る 」  ア。．］

ノdyate）と対応 し12）
， 祭主が婆羅 門前提で あっ た こ とが示唆 され る． また王族祭主

が 坐する虎の 毛皮 （vydighra −ISa・du
’
ra −carmdn −）は基 本形の 潔斎 にお い て 胎盤 の 役割 を

果た した黒羚 羊 の 毛皮 （伽 吻 ’η6．）を想 起 させ る が ， 共通 要素 は無 く， ソ
ー マ ，

虎 ，蛇 13）が共有する 「興奮」（幡 一） を得る ため に用 い られ る．

3． 婆羅門 の 王族観

　婆羅門が 王 族 に対 して 侮蔑的 態度 を取 っ て い た こ とは ， 以下の R 司asUya の 季節

祭終了後に行 う穀物諸献供に関する TB の 記述か ら明らかで ある．
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TB　I　7，
2

，
5 − 6 ： 加 鰡 vdi 　ptiruso

’
medhydm 　tipagacchati．− pavitram　vdi　hiraglyam．ρ〃〃6ぴ

evdinam ．加 崩 v灘 吻 砌 ア6
’
nrtam 　karoti．吻α戸 瑕γ6’癜 尸o ’ε，ノ加6ご晒 rδ伽 岬 6醒 ．人聞は供儀 に相

応 し くない もの に 近づ くこ とが多い の だ．一
黄金 は清 め 具なの だ． まさに 当の ［祭主コ

を清める こ とに なる．王族 は虚偽を為すこ とが 多い の だ．彼 は ［婆羅門 との ］近縁 の た

めに （食物 を）受け取 り且4），婆羅門 ［格］ を獲得する．

王族 はソ
ー

マ 祭祭主 として ， 婆羅 門同様 の 所作 を行 い そ の 「格」を得 て 俗人か

ら脱す る．

4． brdhmage一と ksatrd　一 　bra
’
hma4 の 優位性

婆羅門 と王族 の 優 劣は， brdhmap と kSatrdに よ っ て 繰 り返 し説 か れ る 15）．

MS 　IV　3，
8：47

，6： 施 r勉 岬 αり廊 cα雌 brahmdpo　g『hd　iti，　brtihma　vdi 　b．r
’
haspdtir．わ塑岬 翩 一

purohitam　khd1U　vdi 　rdstrdm 　．rdhnoti ．加 6励 α Vδ爾 ’ρ〃廊 頗ゴ廊 ’瞬 y  翩 海耐 dtho　brdhmapa

θ v6 緬 5’r伽 6測 勧 濡 o 削 よ 「BThaspatiの ための 粥が ［献供 され る］，　 Brahman祭官の 家で 」

と ［言 われ る］．Blhaspatiは brdhmas なの だ．周 知の 通 り，　 B；haspatiを筆頭祭官 とする王

国 は栄 えるの だ，こ うして brdhmap を，王国の 前方 に配 置 した こ とに なる の だ，また一

方で ，王国を他 な らぬ brdhman に従属 させ る こ とに なる．

　筆頭祭官 Purohha が王 族祭主 の 分 身 と して その 役割 を果たす． こ の 点に も， 王

族 に祭式を完全掌握 させ まい とする婆羅門の 戦略が ある．

5． Aitareya−Brahmapa における王族祭主

　AB に は R蔔as亘yaの 概念 に関す る議論の 集積が遺 っ て い る．　 YV 文献 との 関連性

に焦点を当て ， 以 下 に分析 す る．

5．1． AB における 加励 〃2σπ
一とksatrd一

AB 　VII　19，4：athainat 　dsatram　anvjgachat ．　tad 　abravid
‘‘
upa 　mdSmin 　yaJ

−
n
”
e　hvayasv

。

一”　eti．　tat
“
’α’乃ゴ

”

の ・ o ゐrα吼
“

tad 　vai 　nidha
’
ya　sv δny 　dyudhani　brahmana 　eva

−
yudhair　brahma  o　ru

−
pena

brahma 　bhabtvdi　yOjn
−
am 　upavartasv。　

”
　−eti．する と kSatrdがそ れ （brdhman）に つ き従 っ た．そ

こで ［kSatrdは］言 っ た，「君はこ の 祭式に 私を呼べ 」 と．する と ［brdhmageは］「その よ

うに」 と言 っ た，「で は君 は， 自身の 武器た ちを置 き，他 ならぬ brdhman の 武器 た ちを携

え，brdhmap の 似姿 を備え，　 brdhmae とな っ て後 に祭式に近寄れ 1」 と．

　AB は上 記 4 の テ ー マ を神話形式で 説 く． 王族祭主 の 俗人性 を強調 して はい る

が ， 寧ろ 王族の 祭式介入 を正統化 し奨励する 意図が あ っ た可能性 もある ，続 く箇

所 は YV との 関係 を強く示唆する．
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AB 　VII　22，4：brahma　v∂　e5a 　prapadyate　yo　yaj
’
nNam　prapac6iate．　b厂α伽 α vo ∫ア姻 o．　y姻 δゴ〃 乃o

頗 卿 ρ嬲 αアノのα！θ yo 偽 o ，ε ，硼 わ厂納 〃7α p 厂4ρo 朋 岬 心碑 α〜卿 α ρα厂伽 厩 祭式 に踏み 込む

者 は ， brdhmaPtに踏み 込むの だ．祭式 は brdhmap なの だ ． また一
方，潔斎する 者 は祭式

か ら再 び生 まれる の だ．brdhmap に等 しい 彼 を ，
　 dSatrdは打ち負か さない ．

　こ の見解は AgniStomaにおい て ，　SB　III　2
，
1

，
40 に述 べ られ る見解 と一 致す る． ま

た 同箇所 で SBは Fbrdhmaeか ら生 まれ る」 と も説 く16）．

　AB 　VII　24
，
1：sa 　hodavasyann　eva 　kSatriyata

’
m 　abhyupaiti ．そ して 彼は ま さに ［ソ

ーマ 祭か ら］

　 撤退 しつ つ ， ク シ ャ トリヤ性に 近づ くこ とになる．

　上記 の 記述 で は ，
一

時 的な婆羅 門か らク シ ャ トリヤ に戻 る こ とが示 され る 17），

ソ ー マ 祭で は最後の 沐浴 ：Avabh婁ha に よ っ て 聖か ら俗へ の 支度が完了するが 1s），

AB で は Punarabhiseka の 執行が 説か れ る
19）．

5．2． 王 族祭主 とDiksita

　AB 　VII で は 「祭主が クシ ャ トリヤ の 場合の 措 置」に つ い て 諸議論が展開され る

が ，
こ れ は婆羅 門が祭式 を掌握 しつ つ も王族祭主 の祭式介入 に 正統性を与えた こ

とを示唆する ． 以下の 潔斎に関する議論は YV に対応部分 がある ．

AB 　VII　25 （1） α痂 ’o 伽 のδδvθ〔抛ηα∫γαごりα ’α4 δ加 尸
“

yad　brjhmapasya　dikSitαsya　brδhmano
・
鞠 醜 一’

・” ∂輙 廨 ・ed ・yanti，　knth・m 　kSat・iy・ ・yaved ・y・d
”
iti，（2）

f‘
y・ thdii・aitad ・b・nhm ・p・・ya

dikSitasya　 brdihmopo　
‘’
偽 碑 。

一’eti 鵡 伽 dVedayanty，　 evam 　 evaitat 　 k　satriyasydvedayet

purohitasyarseyee。

．”　eti．（1）次 に こ こか ら，他 な らぬ 潔斎の 知 らしめ につ い て ．それ に つ

い て ［人 々 はコ言 う，「［人々 がコ潔斎 に入 っ た婆羅門の 潔斎 を 『婆羅 門は 潔斎 に入 っ た』

と知 ら しめ る と き， ［祭官は］ ク シ ャ トリヤ の を ど の よ うに知 ら しめ る べ きか」と． （2）

［また続い て 言 う，コ「こ の とき，［人 々 が］潔斎 に入 っ た婆羅門の 潔斎 を 『婆羅門 は潔斎

に入 っ た』 と知 らしめ る よ うに， まさにその よ うに ［祭官は］ ク シ ャ トリヤの を知 ら し

め る べ きで ある，筆頭祭官の リシの 家系 と共に」 と．

　こ こ で は 「婆羅門 は」 とい う主語が ク シ ャ トリヤ で ある祭主 と合致 しない 矛盾

を ， 筆 頭祭官を干渉させ る こ とに よ り解決する． 潔斎が 婆羅門前提で ある こ とを

確認で きる文脈で あ るが，
一

方基 本 形 にお け る 当該 の 文言 を分析 す る と， そ こ に

時代的背景の 変化が あ っ た こ とが判 明す る。

5．3． Dlksitaを諸世界に知 らしめ る一 Agni§！oma に お ける Dik§itaの 公言

基本形 の Agnistoma に おい て
20）

，
　 W で は

， 祭主 が 潔斎に入 っ た こ とを神 々 と

人 間 た ちに公言す る こ と を規定す る． MS 　III　6，9：72，1−4 及び KS 　XXIII　5：80
，
4 で は

潔斎祭主 の 家系 を確認す る の み で ある が ， TS 　VI　l
，
4，3 及び SB　III　2，

1
，
39−40 で は

「こ の 婆羅 門は」 と明示す る．上 記 AB は こ の TS と SB の 規定 を前提 と して い る．
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さらに SBは （40）にお い て 「この 者 の 出 自はち ょ うど不確定に な っ て い る の だ．

一
「ラ ク シ ャ ス た ちは 女 に付 きまとう． そ して その と き他 な らぬ ラ ク シ ャ ス た

ちが精液 を置 き定 め る』と． さて こ こ で ，bnihmapか ら ［生 まれ る者］t 祭式か ら

生 まれ る者 は明確 に 生 まれ る ． そ れ ゆ え （祭主が）王族 で あ ろ うと庶民 で あ ろ う

と， 『婆羅 門は』 とだ け唱えるべ きで あ る」 と論 じ， 白 YV の 時代 は 既 に祭主 と し

て 王族 ・庶民 階級 が奨励 され て い た こ とが確認 され る．

6． ま とめ

　以上
， 婆羅門に よる王族 祭主 へ の 視 点に つ い て 検討 した． 諸王 権儀礼が ソ

ーマ

祭の 枠組の 中で 解釈 され る 以上 ， 自身の 優位性 を崩す まい とす る意識 と， 王族が

持 つ 俗人 性 に対す る懸念 が Br．に お い て 常 に働い て い た こ とが 明 らか で あ る，筆

頭祭官 Purohitaの 介入 は， 自身の 聖域 を保持する上 で 決定的 な役割 を果た したが ，

同時 に，王 族祭主 に神 々 の
一
員 となる体験の 意義を強調 し， 財源 と して積極的に

祭式 に取 り込 もうと した姿勢の 表れ と も考え られ る．

1）阪本 （後藤 ）2005，946；後藤 2008，62，
72．　　　 2）RV 編纂期以 前の ソ

ー
マ 祭 の 出発

点 に つ い て は諸説ある．Proferes　2007
，
5，n ．8．　　 3）Heesterman 　1957

， 7， 33，
　47．

4）Rau　1971
，
29，こ れ らの布衣 は動物犠牲の 際に も用 い る．潔斎祭主 ＝供物 に 関連す る．

USpi§a で犠牲獣の 胎児 を包む ：SB　IV　5
，
2

，
7．　Tarpya と Adhrvasa（共に敷物）の 上で 馬を屠

る ：TB　III　9，20，1，　　　 5）MS 　II　6
，
9：69

，
3．　　　 6）Nishimura　2012 ，

羊毛衣 ．Hoffmann 　 1956
，
7．白B ：Papdva に相当． → 2，3．　 　 8）VS 　X 　8．

7．

く） とあ る ：SB　III　2
，
1

，
15− 17．　　　 11）Oshima （2011 ，

71−73） に 詳述 ，

Oshima，　forthcoming，3−4．　 　 13）MS 　IV　4，4 ：54，3 及 び TS　V 　2，9，6 参照 ．

常 ，王 族 に 献供 された もの を食べ る 資格 は な い ： α加 ’畆 ．

Brahman 祭官に食べ させ る．　AB 　VII　26
，
　L

7）未染の

　　9）註

10）ovo −g励 α’∫：Dtksitaの 腰布 （nTvi −）に も tidgabhate（衣をた くし上 げて 腰に 巻

　 12）

14）通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自身の
‘
ardhditman −’で ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）同様に，新満月祭 ：TS　II　6
，
2

，
5．　Ratnin：

TB 　I　7
，
3

，
2；Pamhiva ：7

，
7，4．王権の 歌 ：Av 　III　19，1．王 の 宣言 ：Ms 　II　6

，
9：69，8，　Iv　4，3：53，7，　SB　v

3
，
3

，
12．Da ≦apeya ：PB　XVIII　l　O

，
8 も参照．　　　 16）黒 YV の概 念 （＝小屋 を母胎 とする ）

との 対比は 重要．Oshima（2011，
70−80） を参照．　　　 17）戻 っ てか らも祭式の 効力が

自身に 帰属す る よう祈願 ； 阪本 （後藤）（1996，
　869）参照，

15）及 び Oshima（fbrthcoming， 3−4）も参照．

VIII　5，1−2 に明示 され る 、　 Fujii （forthcoming，8−9）を参照．

提示で きない の で ，詳細は Oshima（2011，80−82）参照．

18）阪本 （後藤）（2015，

19）Avabh ；tha 後 に行 う灌頂で t　 AB

20）紙面の 制約上全て

〈略号及び一
次文献＞

AB ＝Das　Aitarのya　Brdihmaワa ．　Ed．　Theodor　Aufrecht．　Hildesheim： Georg 　Olms　Verlag，1975．
AV ＝ Atharva　 Veda　 Sanhita．　 Ed．　 R 　 Roth　 and 　 W 　 D ．　 Whitney．　 Berlin： Ferd．　 DUrnmlers

Verlagsbuchhandlung
，
1856．　 Br．＝＝　Br互hmaga．　 KS ＝ Kdghaha ’　Die　Samhita

−
　der　Katha−Sdkhd．
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（258） 王権即位式 と婆羅門 （大　島）

Ed．　Leopold　von 　Schroeder．3vols ．　Wiesbaden： Franz　Steiner　V6rlag．1970− 1972．　 MS ＝

ルfaitrdya4i　Sapthitj．　Ed．　Leopold　von 　SchroedeL　4　vols ．　Wiesbaden：Franz　Steiner　Verlag
，
1970一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
1972，PB ＝ 拓 〃4ソamahabrnhma ηa ．　Ed．　A ．　Cinnasw五lhτS互strT．2vols．　Kashi　Sanskrit　Series　l　O5．

Benares： Chowkhamba 　Sanskrit　Sansthan，1935− 1936．　 RV 二

尽gveda，　 TS ＝Dl ε 跏 ∫吻 α一

Samhita
’
．　Ed．　Albrecht　Weben 　2　vols ，　Indische　Studien　l　l− 12，　Hildeshei叩 ：Georg　Olms　Vbrlag

，

1973．　 SB ＝ The　Satapatha−Brdihma4a．　Ed，　Albrecht　WebeL　Chowkhamba 　Sanskrit　Series
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　グ
96．〜iaranasi ： Chowkhamba 　 Sanskrit　 Series　 O 伍 ce ，1997 ．　 SS ＝ Srauta−S伽 ．　 TB ＝

KrS4ayq／u 厂vedi ンaM 　TaittirTyabrjhmageam．　 Ed．　 Anandaliramasarpsk　ttagranth互valib ・ 3　vols ・

Anand5≦ramasarpsk ；tagranthfivalih　37，　Poona ： Anandashram，1979．　 VS ＝ 77）e 吻 o∫αηの
’i−

Sanhitj，　Ed．　Albrecht　W6beL 　Chow   amba 　Sanskrit　Series　103．Varanasi：Chowkhamba 　Sanskrit

Series　O伍 oe
，
1972．　 YV ＝Yajurveda．
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2014，

1−15．
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阪本 （後藤）純子 1996 「i顧 一pand・「祭式 と布施の 効力』と来世」『今西順吉教授還暦記念
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（本稿は JSPS 科学研究費補助金 ［基盤研究 C （26370053 ）］に よる研究成果の
一

部で ある．〉
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